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バッテリ機器などのアプリケーシ

ョンでは，100 mAや10 mAといっ

た小電流で効率の良い降圧型コンバ

ータが求められます．最近では，こ

のような機器を開発しなければなら

ないシーンが増えています．

小電流の降圧型コンバータは，今

のところメーカ製の便利なモジュー

ルが無いのが現状で，エンジニア自

身が設計しなければなりません．

今回取り上げるLT1934（リニアテ

クノロジー）は，このような用途に

適する小電流で効率の良い降圧型コ

ンバータ制御 ICです．LT1934は，

低消費電流（12μA）を生かしたバッ

テリ機器のバックアップ（例えば自

動車など）のほか，広い入力電圧範囲

（3.2～34 V）で低消費電流の機器へ

の応用が考えられます．ここでは後

者に焦点を当てて解説します．

小電流の世界では，少しのむだを

小電流でDC－DCコンバ
ータを必要とする理由

も省くために，電源と負荷を直結す

るのが最も高効率です．

小電流用途に使われる低消費電力

マイコンとして，MSP430（テキサ

ス・インスツルメンツ），PIC（マイ

クロチップ・テクノロジー）があり

ます．これらのマイコンは，電池な

どでも使えるように，MSP430は1.8

～3.6 V（MSP430F4270），PICは2.0

～ 5.0 V（PIC16F877）と，電源電圧

範囲が広く設計されています．しか

し，実際のアプリケーション設計で

はまだまだ範囲が狭く，直結ではな

く何らかの電源回路を必要とします．

簡単な方法としては，LDOなど

のリニア・タイプの電源を使うのも

一つです．しかし，その効率は入出

力間の電圧差に依存しているので，

使い方によっては効率がとても悪く

なります．

このようなことを総合的に考える

と，入力電圧範囲が広く小電流で効

率の良いDC－DCコンバータがどう

しても必要になります．

LT1934の主な特徴は以下のとお

りです（かっこ内はLT1394－1）．

¡入力電圧範囲：3.2～34 V

¡消費電流：12μA

¡ 6 . 5 ～ 34 V から 5 V/250 mA

（60 mA）を出力．

¡ 4.5 ～ 34 V から 3.3 V/250 mA

（60 mA）を出力．

¡シャットダウン電流：<1μA

¡VCE（SAT）スイッチ： 300 mAで

200 mV

1 Aを越える高出力降圧型コンバ

ータの小電流領域における効率は，

一般的に50 %あるいはそれ以下に

なるのが普通です．LT1934は，図

1のように100 mAでも80 %以上で

あり，1 mAでも70 %台と高効率な

のが特徴です．

LT1934の入力電圧範囲は3.2～

34 Vと広く，これによりモバイル

機器だけではなく，自動車関係も含

むあらゆる電源仕様に対応できます．

また，パッケージは3 mm角程度

LT1934の特徴

入力が3.2～34 Vと広く
小電流でも高効率！
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図1 降圧型コンバータ制御 IC LT1934の負荷電流－効率特性

（Vin：12 V）

100 mAでも80 %以上の高効率
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写真1 LT1934の外観（SOT－23パッケ

ージ）
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と小さく，小さいチップ部品でまと

めると非常にコンパクトな電源を実

現できます（写真1参照）．

LT1934 には，スタンダードの

LT1934とさらに小電流用途向けの

LT1934－1があります．ピン配置を

図2に示します．

● 間欠動作している

LT1934の内部ブロックも含めた

降圧型コンバータの回路例を図3に

示します．

通常の降圧型コンバータと違い，

常時動いているのではなく，動いて

いるときと止まっているときがある

間欠動作を行っています．この動作

により小電流時でも高い効率を実現

LT1934が
高効率である理由

しています．

写真2は出力電圧波形を拡大した

ものです．出力波形は基本的にのこ

ぎり波になります．つまり，図4の

ように，出力電圧Voutがある電圧

以下になると降圧型コンバータが作

動し，ある電圧以上になると停止す

る，これを繰り返します．そしてそ

の平均値が3.3 Vや5 Vといった出

力電圧になります．

● 間欠動作を行わせるヒステリシ

ス機能付きフィードバック・コンパ

レータ

降圧型コンバータを間欠動作させ

ているのが，図 3のフィードバッ

ク・コンパレータです．これは通常

の降圧型コンバータのエラー・アン

プに相当するものです．エラー・ア

＋�
－�

－�

＋�

Vin＝12V Vin

V
v

負
荷�

ON

12μs�
ディレイ�

1.8μs�
ディレイ�

OFFタイム�

ONタイム�

OFF

SHDN

GND FB

10mV�
ヒステリシス�

発振防止用�

反転遅延回路�

降圧型コンバータ�
の運転/停止�
（セット/リセット）�

47μ�
10V

C2

0.1μ�
�

C3

33μ�
16V

C1

r

C4

R

S

EN

Q

5

4

2 3

1

6

Q

＝1.25VVREF

＝3.3VVout

R2
910k�
�

R1
560k�
�

L

33μH

D1�
�

SW

トランジスタ�
駆動回路�

フィードバック・�
コンパレータ�

電流リミット・コンパレータ�

SW

BOOST

CRS04
“L”または“H”�

“L”→“H”�

“L”→“H”�

“H”→“L”�

“H”→“L”�

D2 CRS04（東芝）�

C3D2，　 はブート�
ストラップ回路�

・電流制限値�
LT1934：400mA�
LT1934-1：120mA

図3 LT1934の内部ブロックを含めた降圧型コンバータの回路

間欠動作により小電流時でも高い効率を実現している
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図2 LT1934のピン配置（Tjmax＝

125 ℃，θj－a＝ 250 ℃/W，θj－c＝

102℃/W）
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図4 RSフリップフロップの動作と出力電圧波形の関係

出力電圧波形はフィードバック・コンパレータのヒステリシスによりのこぎり波となる

約210ms

約30mV

写真2 出力電圧のリプル波形（入力：

12 V，出力：3.3 V/20 mA．20 mV/div，

50μs/div）


